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２）学校での学習環境整備（アクセス、環境、コンピューター整備、など） 
３）教師の質を高めるためのプロモーション（意欲向上のための教師待遇改善、な 























は、PISA （OECD 生徒の学習到達度調査）3が 2009 年に実施した学習到達度調査の結
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ほぼ義務教育終了にあたる 15歳の生徒対象に実施される。 
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る恐れが非常に大きいことが分かる。キルギスでは 2006 年から 2010 年にかけて人口
の国外流出が年平均 4 万を超えている。それに対して、同じ時期に国外から流入した
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強まっている。国立教育政策研究所が 2007 年 3 月に行った調査では、8 割を超える親
が「家庭の教育力が低下している」と述べている。また 2006年 7月に東京大学基礎学




























2010 年に CAI Consulting によって行われた「キルギス学校における暴力のダイナミ
クスと範囲」という調査は、現代キルギスの平均的な家庭の状況について述べている。
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年間 87.452 ドルである。キルギス17の場合は 2010 年のデータによると教育機関の平均




最低給与額 27.545 ドル、平均 48.655 ドル、最高 61.518 ドルである。韓国は最低給与


















1.      読解力：日本 8位、キルギス 65位 
2. 数学的リテラシー：日本 9位、キルギス 65位 
3. 科学的リテラシー：日本 8位、キルギス 65位 
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1. 一人当たり GDPのレベル： 
キルギスは参加 65カ国中最下位の 1994ドル。1位の中国は 5340ドルである 
2. 6～15歳までの教育コスト： 
















ムの質の保障 ４．継続的な研修 ５．教員への望ましい待遇 ６．教員への望まし
い給与 
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 小学校の教師は労働契約によって一週間に 16 教授時間を教えなければならない。中
高学校では 18 時間である。全国のすべての学校の 80%は毎日二部制で運営されている
が、10%は三部制である。実際には多くの教師は生活に足りる給料を貰うために決定さ




                                                      
24 「キルギス国家教育政策」OECD、2010年、341頁、（参照 7月 29日）。 














教師の銀行口座に 50 ドルが入る。契約期限が切れると各教師は 3 年間連続に重なって
きた金額とデポジットを受け取る。このプロジェクトは効果的であり、政府はこれか
らもプロジェクトの範囲を広げている。6 年間の間 3600 人の教師に参加して貰い、そ




















                                                      




























 バトケヌ州̶ 763 人／1482 人中 
 ジャララバッド州̶ 1092 人／2823 人中 
 イシククール州 1708 人／3471 人中 
 ナルヌ州̶ 1666 人／3700 人中 
 オシュ州̶ 1307 人／3206 人中 
 タラス州̶ 582 人／1636 人中 
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は 20 ドルという厳しい状況があった。そこで、2011 年の４月から政府が社会セクタ
ーの給与を上げ、そのうち教師の給料も上げられた。現在はキルギス教師の平均給料











32 2007/37.30 2008/36.56 2009/42.89 2010/45.96  2012/46.81 
牛肉 3.2$33 4.1$/28%34  4.7$/15% 4.07$/-13% 5.2$/28%  6.24$/20% 
羊肉 3.6$ 4.5$/25% 4.9$/9% 4.2$/-14% 4.9$/17%  6.6$/35% 
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www.evrazes.com/i/data/item7526-2.pdf、１７頁（参照８月、１５日） 




粉 0.4$ 0.65$/63% 0.7$/7.7% 0.44$/-37% 0.6$/37%  0.6$ 
パン 0.4$ 0.7$/75% 0.89$/27% 0.6$/-33% 0.76$/27%  0.76$ 
ジャガ芋 0.37$ 0.3$/-19% 0.46$/53% 0.3$/-35% 0.4$/33%  05$/25% 
石油 0.5$ 0.6$/20% 0.59$/-2% 0.6$/2% 0.75$/25%  0.7$/-6.6 
 

























 キルギスでは高等教育機関の学生で国から奨学金を支給されているものは 13% であ
る36。キルギスの国家奨学金には返還義務がない。その代わりに、卒業後は「公務員」
                                                      
35  キルギス統計委員会「業ごとの平均給料｣､（参照､８月１５日） 














態である。キルギス UNDP の専門家は労働移住の規模を 120 万人だと推測しているが、
キルギス外務省は労働の範囲は３５万人を超えない程度であると述べている。一方キ
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   担当教員で教職実践演習の内容について協議 
２ 入学の段階からそれぞれの学生の学習内容、理解度等を把握（例えば、履修する 




























 初任者研修，10 年経験者研修 
                                                      





























3. NHK 高校講座（平日午後、深夜） 
4. 語学番組（早朝、昼、深夜） 
キルギスの教育向けの番組内容43 
1. すべて知りたい (１５分) 
2. 叙事詩 «マナス» を分かろう(30 分) 
3. 教育(10 分) 
4. 社会と若者(30 分) 
                                                      
42 キルギス法律、「公共放送株式会社に関する条件」、2011年 12月 21日、№ 247、HP、
http://minjust.gov.kg、（6月 3日参照）。 
Wikipedia、「日本教養番組」、HP,http://ja.wikipedia.org、（6月 15 日参照）。 
43 キルギス公共テレビ放送、「番組リスト」、HP、http://www.ktrk.kg/、（6月 3日参照）。 
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5. 学ぼう(10 分) 
6. アクタヌとアクライ(5 分,毎日） 
そこから分かるようにキルギステレビの青少年育成向けの番組は日本と比べて少な













も大事であることを PISA の学力調査結果が明瞭に示している。65 ヵ国中最下位のキ
ルギスを他の国々と比べてみると、学力向上のための前提となる要因でキルギスはす
べての基準において最低レベルであることが明らかになった。 




































理由は、2006 年から 2011 年までキルギスのインフレ率は毎年約 20％強で、生活必需
品の物価も結果的に 250%アップしているからだ。この状況から考えると、キルギスで
は給料を少々アップしても、インフレ、全体的な教員待遇、教育環境などを改善しな
い限り著しい改善は望めない。筆者は、キルギス社会は国の政策を方向転換して、教
育に重点を置くべきだと考える。日本、シンガポール、韓国のような、自然資源が限
られても、比較的短期間に急速な発展をした国々の例が明確に証明していうるように、
キルギスのような小さな社会で最も重点を置かなければならないのは人的な資源であ
る。 
最後に、キルギスでは近代的な国家システムが既に存在しているが，問題はそのシ
ステムが完全には機能していないことにあることを強調したい。キルギスは、抱えて
いる問題を解決するための手段、方法、自然資源を持たないわけではない。ただ、手
元にあるものをうまく活かせないでいるだけだ。社会を発展させる上で大事なのは、
国民自身の責任ある役割意識だ。それをさらに高めるために大きな役割を果たすのは
「教育」をおいて他はない。これが、筆者が一年間日本に留学して得た実感である。 
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